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地域活性化・経済危機対策交付金　予算内訳

予算額
（千円）

主な事業内容事業名予算額
（千円）

主な事業内容事業名

２,０００地域活性化の拠点と
して修繕を行う真住公民館修繕４０,０００町道久住線改良工事町道久住線道路改良

２１,４００住宅整備のための用
地取得若者定住住宅整備促進５,０００町道鵜の池線改良工事町道鵜の池線道路改良

１,０００高齢者・児童の安全確
保のため、バスを改修

町営バス補助ステップ
改修５５,０００根雨地区簡易水道の

水源改良簡易水道会計繰出金

４,７００高齢者見守りのため、
移動販売車購入へ補助

中山間地域移動販売車
両導入補助１,６００各学校へ電子黒板を導

入、効果的な授業を推進電子黒板導入

６,０００公共施設へ地デジ受信施
設や対応テレビ等を導入公共施設地デジ移行１,９００根雨小体育館の耐震

化計画を作成
根雨小学校体育館耐震
補強計画

１１,０００地デジ中継局整備の
推進

地上デジタル放送中継
局整備交付金１,５００日野川でのラフティ

ングの推進リバースポーツ振興

１５,０００簡易水道中央監視シ
ステム機器を更新簡易水道会計繰出金１,９００食器保管庫の更新給食センター整備

８,０００中央浄化センターの
修繕公共下水道会計繰出金８,０００舞台設備などの修繕文化センター修繕

１,０００空きビルをオシドリ資料
展示場として整備支援空きビル活用９３０老朽化に伴う壁や柱

の修繕歴史民俗資料館修繕

４８,６３０携帯電話基地局の整
備

電波遮へい対策事業等
補助金４,０００老朽化による調理実

習台の改修
山村開発センター調理
実習台改修

４０,４８０携帯電話伝送路施設
の整備

地域情報通信基盤整備
推進交付金２５,０００防火水槽を設置防火水槽設置

３０４,０４０予算合計

１
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円
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追
加
補
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▼
第
４
回
町
議
会
定
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６
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
５
日
間
、
第
４

１５

１９

回
町
議
会
定
例
会
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、
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年
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一
般

会
計
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正
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【
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持
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４
２
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今
回
の
臨
時
議
会
で
は
、
今

年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
や

町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
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正
な
ど
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
年
度
の
一
般

会
計
予
算
は
、
３
億
４
０
４
万

円
を
追
加
し
、
総
額
お
よ
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億
４
２
５
９
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な
り
ま
し

た
。

安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
活
用

　　

今
回
の
追
加
補
正
額
は
、
国

か
ら
の
「
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」（
自
治

体
の
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
、
安
全
・
安
心
社
会
の
実
現

な
ど
、
地
域
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実
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に
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じ
た

事
業
へ
の
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付
金
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づ
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た
事
業
に
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で
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。

　

財
源
の
内
訳
は
、
経
済
危
機

対
策
交
付
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１
億
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７
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８

万
円
）
の
ほ
か
、
公
共
投
資
交
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０
２
万
円
）
や
、

国
庫
補
助
金
（
４
５
８
３
万
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助
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９
９
７
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こ
れ
ら
の
事
業
内
容
・
予
算

額
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

７
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日
、
第
５
回
日
野
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、

１４

一
般
会
計
補
正
予
算
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に
つ
い
て

審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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増
え
続
け
る
自
殺
者

 　

警
察
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
全

国
の
自
殺
者
の
数
は
、
平
成　

年
１０

か
ら
毎
年
３
万
人
を
超
え
、
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
も
、
平
成　

年
の
自
殺

２０

者
数
は
、
過
去
最
多
の
２
１
２
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
と
「
う
つ
病
」
の
関
係

 　

平
成　

年
の
警
察
庁
の
ま
と
め

２０

で
は
、
自
殺
の
き
っ
か
け
と
し
て

「
う
つ
病
」
が
最
も
多
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
６
～
７
人
に
１
人

が
人
生
の
う
ち
で
か
か
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
治
療
す
る
こ
と
で
治

る
病
気
で
す
。

　

こ
こ
ろ
の
不
調
に
早
く
気
付
き
、

対
策
す
る
こ
と
で
自
殺
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 

こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
に
気
付
い
て
！

　

～
こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　

う
つ

 

 

 

 

 

 

・

・

か
も
し
れ
ま
せ
ん
～

▼
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
も
や
る
気

　

が
起
き
な
い

▼
物
事
を
悪
い
ほ
う
に
ば
か
り
考

　

え
て
し
ま
う

▼
ぐ
っ
す
り
眠
れ
な
い
、
お
い
し

　

く
食
べ
ら
れ
な
い

▼
検
査
で
は
異
常
が
な
い
の
に
体

　

調
が
悪
く
毎
日
が
つ
ら
い

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
２
週
間
以

上
続
い
て
い
る
場
合
は
注
意
が
必

要
で
す
。
う
つ
病
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
周
り
の
人
が
気
付
い
た
ら
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

原
因
に
気
付
い
て
早
め
に
相
談

 

９
月　

日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー

１０

■
専
門
医
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
開
き
ま
す

 

相
談
日　

①　

月　

日
（
木
）
午
後
２
時
～
午
後
４
時
【
会
場
＝
江
府
町

１０

２２

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

②
平
成　

年
２
月　

日
（
水
）
午
後
２
時
～
午
後
４
時
【
会
場
＝
日
野
総

２２

１７

合
事
務
所
第
２
庁
舎
（
旧
日
野
保
健
所
）】

そ
の
他　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
予
約
・
問
合
せ
は
、
日
野
総
合
事
務
所

福
祉
保
健
局
（
電
話　

‐
２
０
３
７
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す

７２

　アジア系アメリカ人向けの漫画の大会、Asian American 
ComiCon(AACC) が、7月にアメリカのニューヨークで開かれました。
　その中で行われた、最も功績のあったアジア系アメリカ人の漫
画家に贈られる賞が、根雨出身の画家、木山 義喬 にちなんで、「ヘ

よしたか

ンリー木山義喬賞（Henry Yoshitaka Kiyama Award）」と名付けら
れ、日系アメリカ人の漫画家、ラリー・ハマさんが受賞しました。

　これは、大会企画者の一人、ジェフ・ヤンさん
が、木山義喬の漫画「漫画四人書生」に感動した
ことから名付けられたもの。
　木山義喬は、１８８５(明治１８)年、日野町根雨に生
まれ、１９０４（明治３７）年、絵画研究のため初渡米、
昭和初めの二度目の帰国の際、自伝的移民史とも
いえる「漫画四人書生」を発行しました。
　１９９８（平成１０）年、作家・翻訳家のフレデリッ
ク・Ｌ・ショットさんが「漫画四人書生」の英語
版を発行。アメリカで話題になり、２年後には、
義喬の娘・秀子さんと夫の輝章さんが日本語版を
復刊しました。
　輝章さんは、「義喬の名前の賞がアメリカでで
きるなんて驚きました。『四人書生』をアメリカ
に紹介してくれたショットさんに感謝していま
す。『四人書生』には、アメリカ人でも知らなかっ
たような当時のサンフランシスコの暮らしや出
来事などが詳しく描かれていて反響があり、今で
も大学生などに人気があるようです」と、喜びを
語りました。

※「漫画四人書生」は、町図書館で閲覧できます

【
上
】
木
山
義
喬
（
１
８
８
５
年
～

１
９
５
１
年
）【
左
】
復
刊
さ
れ
た

「
漫
画
四
人
書
生
」
の
表
紙


